
（1） 令和７年11月30日笠懸公民館だより（第219号）

かさかけかさかけかさかけかさかけかさかけかさかけかさかけかさかけ
公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより

編　集
笠懸公民館報編集協力員会
みどり市笠懸公民館

発　行
みどり市笠懸公民館

〒379-2311
みどり市笠懸町阿左美1581-1
電　話：0277-76-2211
ＦＡＸ：0277-76-2836 
Ｅメール：kouminkan
　　　　@city.midori.gunma.jp 

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ大

盛
況
の
文
化
祭

大
盛
況
の
文
化
祭

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
内
で
は
、
各
サ
ー
ク

ル
の
活
動
紹
介
や
作
品
展
示
の

他
、
革
製
品
や
七
宝
焼
の
即
売
、

建
造
物
群
や
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
の

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
室
前
で
は
「
戦
後
80
年
・

平
和
の
願
い
」
と
題
し
た
企
画

が
あ
り
、
来
場
者
は
平
和
へ
の

思
い
を
書
き
込
こ
ん
で
い
ま
し

た
。

　

２
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
や

耳
つ
ぼ
体
験
、
カ
ス
タ
ム
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
制
作

な
ど
、
健
康
や
モ
ノ
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
体
験
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
家
族
連
れ
に
大
人

気
で
し
た
。

　
26
日
の
野
外
で
は
、
初
め
て

と
な
る
フ
ァ
ル
コ
ン
ハ
ン
タ
ー

（
鷹
匠
）
に
よ
る
実
演
が
あ
り
、

鷹
の
一
種
・
ハ
リ
ス
ホ
ー
ク
が

見
事
な
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
手
話
や
切
り
絵
、
囲

碁
・
将
棋
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

体
験
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
並

び
、
公
民
館
や
地
域
で
活
動
す

る
多
く
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

▲大興奮 !! ファルコンハンター

別
支
援
学
校
和
太
鼓
部

と
和
太
鼓
白
楽
に
よ
る

演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

２
日
間
に
わ
た
り
、
舞

踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
吹

奏
楽
の
演
奏
な
ど
、
参

加
団
体
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

▲鉄道模型とジオラマ展示

▲賑わうエントランス（模擬店コーナー）!!

※�

２
ペ
ー
ジ
の
写
真
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

笠
懸
地
域
文
化
祭
が
10
月

25
・
26
日
（
土
・
日
）
の
２
日

間
、
笠
懸
公
民
館
と
笠
懸
野
文

化
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル
は
、
渡
良
瀬
特
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ちびっこに大人気ミニトレインちびっこに大人気ミニトレイン

展示コーナー展示コーナー

切り絵って楽しいね！切り絵って楽しいね！

即売会も好評即売会も好評

思いよとどけ !!思いよとどけ !!

来年もお楽しみに来年もお楽しみに♪♪

練習の成果を披露練習の成果を披露

圧巻の和太鼓演奏 !!圧巻の和太鼓演奏 !!

元気の秘訣を体験元気の秘訣を体験

てるてる坊主 !?てるてる坊主 !?

みどモスみどモス
（遊びにきたモス♪）（遊びにきたモス♪）

文化祭写真展
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▲講師の青山さん

▲防犯の重要性を説く講師の黒津さん

　
高
齢
者
大
学
第
４
講
が
10
月

21
日
㈫
に
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
題
は

「
防
犯
講
座
」
で
、
講
師
は
群

馬
県
生
活
こ
ど
も
部
消
費
生
活

課
・
消
費
者
支
援
・
防
犯
係
の

黒
津
は
る
か
さ
ん
で
し
た
。

　
冒
頭
、
群
馬
県
内
の
治
安
情

勢
に
ふ
れ
ま
し
た
。
電
話
な
ど

の
特
殊
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
）
が
増

え
て
い
ま
す
。
被
害
者
は
20

～
30
代
が
約
33
％
と
最
も
多

く
、
60
～
70
代
の
25
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
の
被
害
総
額
は
60
件
で
約

５
億
７
４
０
０
万
円
に
な
る
よ

う
で
す
。

　
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
も
増

加
傾
向
。
電
話
に
よ
る
詐
欺
被

害
防
止
の
た
め
、
電
話
機
に
特

殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
を
設
置
、

ま
た
は
防
犯
機
能
付
き
電
話
機

に
交
換
す
る
こ
と
を
推
奨
。
＋

か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
、
末
尾

の
１
１
０
番
に
は
要
注
意
。
不

審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時

は
一
息
つ
い
て
、
慌
て
ず
に
相

手
の
名
前
と
所
属
先
を
聞
い
て

電
話
を
切
り
、
最
寄
り
の
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
対
策
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
友
だ
ち
か
ら
し

か
届
か
な
い
よ
う
に
設
定
す
る

こ
と
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
住
宅
侵
入
窃
盗
対

策
で
す
。
令
和
６
年
度
の
住
宅

侵
入
窃
盗
は
４
９
０
件
で
令
和

５
年
度
よ
り
20
％
増
加
。
主
と

し
て
空
き
巣
で
窓
・
玄
関
・
勝

手
口
な
ど
の
ガ
ラ
ス
破
り
が
多

く
、
泥
棒
の
嫌
が
る
４
つ
の

侵
入
対
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

①
目(

人
の
目)

、
②
光(

セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
灯
り)

、
③

　
市
民
講
座
第
１
講
が
、
10
月

16
日
㈭
に
笠
懸
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
大
学
共
同

教
育
学
部
の
青
山
雅
史
さ
ん
を

講
師
に
「
土
地
の
履
歴
と
自
然

災
害
を
学
ぼ
う
」
と
題
し
た
講

演
で
し
た
。

　
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
い

日
本
列
島
、
繰
り
返
し
発
生
す

る
自
然
災
害
、
過
去
の
災
害
を

知
る
事
も
重
要
で
あ
る
と
、
講

師
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
内
に
あ
る
過
去
の

自
然
災
害
を
伝
え
る
碑
が
３
カ

所
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
東
町
の

「
遭
難
者
菩
提
の
碑
」
、
笠
懸

町
阿
左
美
の
「
風
害
供
養
」
、

同
町
鹿
の
「
感
恩
の
碑
」
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
北
部
を
中
心
に

５
４
２
カ
所
の
土
地
警
戒
区
域

が
存
在
し
ま
す
。
み
ど
り
市
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
洪
水
と
土

砂
災
害)

で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
災
害
リ

ス
ク
が
あ
る
の
か
、
地
域
に
残

さ
れ
た
災
害
の
歴
史
を
知
り
、

将
来
に
備
え
た
い
で
す
ね
。

音(

警
報
音)

④
時
間(

犯
行
に

着
手
す
る
目
安
５
分)

。
こ
れ

ら
４
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
の

防
犯
対
策
に
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　
中
で
も
、
泥
棒
が
一
番
嫌
が

る
の
が
「
人
の
目
」
で
す
。
防

犯
対
策
と
し
て
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
防
犯
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

考
え
よ
う

考
え
よ
う防

犯
対
策

防
犯
対
策

テ
ー
マ
は
防
災

テ
ー
マ
は
防
災

市
民
講
座
ス
タ
ー
ト

市
民
講
座
ス
タ
ー
ト

笠懸公民館主催教室事業　～ホントは○○シリーズ番外編～ 

 申込URL： https://logoform.jp/f/EhERl
 申込期間： 2025年12月12日（金）～2026年1月16日（金）

◇期 日　令和８年１月24日(土)　午前10時～午前11時30分
◇会 場  笠懸公民館　１階　音楽室１
◇対 象  市内在住・在学の中学生・高校生
　　　　※参加生徒1人につき保護者1人の同伴可
◇講 師　調   律   師　竹　澤　 孝   さん
　　　　 ピアニスト　伊舟城　歩生 さん
◇定 員　10人（要申込・先着順）
◇参加無料

◇内容
　調律を体験し、授業では教えてくれないピアノの原理を学びます

申
込
み
は
コ
チ
ラ
か
ら

　
　
　

←

参
加
募
集

参
加
募
集

ホントは楽しい音楽ホントは楽しい音楽
「ピアノ調律なるほど体験会」「ピアノ調律なるほど体験会」

い ば ら き
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▲どんぐりに夢中

▲即席の卓球教室開催

　
笠
懸
公
民
館
で
10
月
４
日
㈯
、

ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
ど
ん

ぐ
り
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
ぐ
り
を
入
れ
て
マ
ラ
カ

ス
を
作
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
工
作
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
い
ろ

い
ろ
な
色
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
は
さ
み
で
切
っ
て
、
思
い
思

い
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
っ
て
お
楽
し
み
の
ど
ん

ぐ
り
拾
い
へ
出
発
！
公
民
館
裏

の
木
の
下
で
、
夢
中
に
な
っ
て

ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
ま
す
。
お
友

だ
ち
の
入
れ
物
に
ど
ん
ぐ
り
を

入
れ
て
あ
げ
る
優
し
い
姿
も
見

ら
れ
、
と
て
も
素
敵
な
マ
ラ
カ

ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ど
ん
ぐ
り
拾
い
の
後
は
「
英

語
で
あ
そ
ぼ
う
」
の
時
間
で
す
。

先
生
の
歌
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
英
語
に
戸
惑
う
子

も
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま
し

た
。

　
秋
を
感
じ
ら
れ
る
良
い
思
い

出
に
な
っ
た
か
な
？

楽
し
い
な

楽
し
い
な

ど
ん
ぐ
り
拾
い

ど
ん
ぐ
り
拾
い

市
民
が
主
役
の

市
民
が
主
役
の

卓
球
大
会

卓
球
大
会

　
第
８
回
笠
懸
公
民
館
利
用
者

の
会
理
事
会
が
10
月
15
日
㈬
に

笠
懸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
週
間
後
に
迫
っ
た
笠
懸
地

域
文
化
祭
の
参
加
に
当
た
り
各

担
当
者
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

利
用
者
懇
談
会
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
。
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
各
サ
ー
ク
ル
の
悩
み

事
や
課
題
を
出
し
あ
い
、
解
決

策
を
話
し
合
っ
て
は
ど
う
か
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
、

大
掃
除
の
後
に
利
用
者
懇
談
会

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

深
め
よ
う
絆

深
め
よ
う
絆

大
掃
除
後
に
懇
談
会
開
催

大
掃
除
後
に
懇
談
会
開
催

　
第
19
回
み
ど
り
市
民
卓
球
大

会
が
10
月
13
日
㈪
に
桐
生
大
学

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
場
者
は
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
の
１
８
６
人
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
決
勝
で
は
、

小
学
生
と
大
人
の
対
戦
。
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
も
上
位
２
人
は

小
学
生
で
す
。

　
み
ど
り
市
卓
球
協
会
主
催
の

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

市
民
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
試
合
の
合
間
、
蛭
間
則
彦
先

生
（
笠
懸
南
中
）
に
よ
る
ミ
ニ

卓
球
教
室
が
自
然
と
で
き
、
中

学
生
を
中
心
に
和
が
広
が
り
と

て
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

　
12
月
14
日
㈰
に
は
み
ど
り
市

オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会
（
団
体

戦
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
近

郊
の
選
手
も
た
く
さ
ん
参
加
し

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
」
と

役
員
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

令和７年度　笠懸公民館　6 月大掃除のアンケ―ト結果（抜粋）
Ｑ . カーペット部分は掃除機があればよかった。
Ａ . 掃除機は数が少ないので、ロビーに置いたものを順番に使っていただいています。
Ｑ . 男性が多いと、できるところがふえたのかもしれません。
Ａ .� �できる範囲で大丈夫です。もし、男性や若い人の手助けがほしい、という時には役員に声をかけて
ください。

Ｑ . 草木の根元にタバコのゴミが多く捨てられていた。除草必要
Ａ .� 引き続きポイ捨ての注意喚起をしていきます。除草は定期的に行っています。
Ｑ .� �ベランダのドアが開かなかったので外が掃除できなかった。スタッフさんから転落防止ではないか
と指摘がありました。

Ａ .� ご指摘のとおり、安全対策のため出られない部屋もあるようですので、できる範囲でお願いします。
Ｑ . 壁やふすまの修繕
Ａ .� 緊急性の高いものから順番に修繕をしています。

【大会結果】※敬称略
▼男子シングルスＡ
優　勝　黒澤　侑右（Mico）
準優勝　坂西　一真（Jutoku Jr）
３　位　小久保大翔（桐生商業）
３　位　小森谷拓真（前橋商業）
▼男子シングルスＢ
優　勝　福田　悠希（笠懸南中）
準優勝　大谷　晋　 （笠懸南中顧問）
３　位　山上　煌輝（大間々東中）
３　位　宮永慎一郎（大間々東中顧問）
▼女子シングルスA
優　勝　黒田　晴菜（マエタク）
準優勝　黒田　紗来（マエタク）
３　位　大澤　里桜（前橋商業）
▼女子シングルス B
優　勝　和田　采夏（大間々中）
準優勝　書上樹里菜（大間々東中）
３　位　飯嶋　夏菜（笠懸南中）
３　位　平井　愛紗（大間々東中）
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▲脱穀にチャレンジ

▲はいチーズ 

岩
宿
の
里
で

岩
宿
の
里
で

脱
穀
体
験

脱
穀
体
験

　

秋
が
深
ま
る
10
月
25
日
㈯
、

岩
宿
の
里
公
園
で
「
岩
宿
の
里

米
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
脱
穀

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
昔
な
が
ら
の

道
具
（
千
歯
こ
き
や
足
踏
み
式

脱
穀
機
）
を
使
い
、
稲
か
ら
籾も

み

を
外
す
作
業
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
手

つ
き
も
次
第
に
慣

れ
、
手
際
よ
く
脱

穀
を
進
め
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
足
踏

み
式
脱
穀
機
は
人

気
で
、
順
番
を
待

ち
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　

風
の
力
で
籾
殻
を
分
け
る

「
唐と

う
み箕
」
の
仕
組
み
に
も
興
味

を
示
し
、
昔
の
人
の
知
恵
に
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　
作
業
後
は
、
ふ
れ
あ
い
学
習

館
で
昼
食
。
古
代
米
の
お
に
ぎ

り
と
果
物
、
温
か
い
具
だ
く
さ

ん
の
汁
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、

秋
の
実
り
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
今
年
収
穫
し
た
お
米
は
、
餅

つ
き
で
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
み
ど
り
の
音
楽
実
行
委
員
会

（
天
野
ゆ
か
り
代
表
）
と
童
謡

ふ
る
さ
と
館
共
催
の
『
音
楽
と

美
の
饗
宴　
秋
の
祭
典
』
が
10

月
12
日
㈰
に
童
謡
ふ
る
さ
と
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
「
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
着
物
を
着
て
ラ
ン
ウ
ェ
イ
し

よ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
前
半
は
桐
生
大
学
附
属
中
学

校
の
箏こ

と

部
の
皆
さ
ん
、
笠
原
道

宏
さ
ん
の
篠
笛
演
奏
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
篠
笛
の
会
「
蘭

あ
ら
ら
ぎ」

の
関
根
達
行
さ
ん
と
金
子
ふ
み

子
さ
ん
の
演
奏
で
は
、
着
物
ラ

ン
ウ
ェ
イ
に
男
女
合
わ
せ
て
14

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
前
半
の
締
め
く
く
り
で
は
、

ゲ
ス
ト
の
永
島
紀
子
さ
ん
が
日

本
舞
踊
「
新
舞
踊　
雄
気
の
人

渋
沢
栄
一
」
を
舞
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
「
世
界
か
ら
見
る
ア

ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
テ
ー
マ
。

ゲ
ス
ト
の
ケ
ー
ナ
奏
者
ハ
イ

メ
・
グ
ラ
マ
ル
さ
ん
が
南
米
の

曲
を
披
露
。
と
て
も
軽
快
で
会

場
中
が
一
気
に
明
る
く
楽
し
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
国
際
的
な
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し

た
髙
野
富
由
美
さ
ん
は
、

そ
の
際
に
着
用
し
た
衣
装

を
披
露
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

映
像
と
娘
の
喜
美
歌
さ
ん

が
作
曲
し
た
ピ
ア
ノ
演
奏

に
合
わ
せ
、
喜
美
歌
さ
ん

と
ご
主
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
度
、
ハ
イ
メ
さ

ん
の
演
奏
が
あ
り
、
来
場

者
も
含
め
み
ん
な
ノ
リ
ノ

リ
で
踊
り
な
が
ら
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
篠
笛
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
全

員
で
ふ
る
さ
と
を
歌
い
終
演
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
飯
沼
清
和
さ
ん

（
高
崎
市
在
住
）
は
「
和
服
を

着
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の

で
、
和
服
を
着
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
楽
し
か
っ
た
と
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
代
表
の
天
野
さ
ん
は
「
来
年

に
向
け
て
今
か
ら
準
備
を
し
、

他
に
な
い
も
っ
と
も
っ
と
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

音
色
が
結
ぶ

音
色
が
結
ぶ

和
と
世
界

和
と
世
界

　
地
域
の
特
性
を
理
解
し
て

い
る
住
民
で
構
成
さ
れ
た
組

織
だ
か
ら
こ
そ
、
実
情
に
合

っ
た
防
災
活
動
を
行
え
ま
す
。

　
み
ど
り
市
で
は
令
和
７
年

度
に
34
団
体
、
32
の
全
て
の

行
政
区
に
自
主
防
災
組
織
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
各
団
体
に
よ

っ
て
様
々
で
す
が
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
活
動
や
訓
練
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。　

 

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地

域
の
住
民
が
自
主
的
に
防
災

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
日

常
の
活
動
と
し
て
、
防
災
知

識
の
普
及
や
啓
発
、
防
災
訓

練
、
防
災
安
全
点
検
、
防
災

資
機
材
の
備
蓄
や
点
検
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
初
期
消

火
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
負

傷
者
の
救
護
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
、
給
食
や
給
水
活

動
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

防
災
を
考
え
る
59
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ひ
孫
と
の
写
真
、
旅
行
の
景

色
、
季
節
の
花
々
の
写
真
を
額

に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
も
の
や
、

シ
ー
ル
に
し
た
り
、
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
に
お
気
に
入
り
の
写
真
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

楽
し
み
で
す
ね
。

　
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
10
月
15
日
㈬
か
ら
21

日
㈫
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
愛
好

会
・
Ｐ
Ｃ
さ
く
ら
・
Ｐ
Ｃ
Ｃ
西

鹿
田
の
３
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
第
17
回
パ
ソ
コ
ン
で
作
る
写

真
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲烏山線（小塙～滝間）

▲出展者のみなさん

自
由
に
表
現

自
由
に
表
現

パ
ソ
コ
ン
写
真
展

パ
ソ
コ
ン
写
真
展

　

第
46
回
草
木
湖
マ
ラ
ソ
ン

（
み
ど
り
市
・
草
木
湖
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月

19
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者

６
２
０
人
は
紅
葉
に
は
ま
だ
早

い
山
道
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
は
ザ
ス

パ
群
馬
の
細
貝
萌
社
長
と
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
清
水
慶
記
さ
ん
、
恒

例
の
ポ
リ
ス
ラ
ン
ナ
ー
も
走
り

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
77
歳
の
女

性
も
い
て
、
き
つ
い
コ
ー
ス
を

元
気
良
く
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
今
年
は
レ
ベ
ル

が
高
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

走
る
喜
び
を
感
じ
る

走
る
喜
び
を
感
じ
る

草
木
湖
マ
ラ
ソ
ン

草
木
湖
マ
ラ
ソ
ン

投　

稿

４
㎞
を
35
～
40
分
で
走
り
、
仁

井
田
駅
か
ら
は
山
懐
に
入
り
民

家
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
の
車
窓
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小こ

ば
な塙
駅

か
ら
が
素
敵
で
す
ね
。
田
舎
と

い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

築
堤
を
駆
け
上
が
り
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
滝
駅
で
す
。
こ
の

周
辺
は
鉄
道
写
真
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
、
以
前
多
く
の
カ
メ

ラ
マ
ン
が
い
た
の
を
見
か
け
ま

し
た
。
そ
し
て
龍
門
の
滝
越
に

見
る
鉄
道
写
真
は
映
え
る
も
の

で
す
ね
。
終
点
の
烏
山
駅
は
無

人
駅
で
、
こ
こ
に
見
慣
れ
な
い

設
備
が
あ
り
ま
し
た
。
烏
山
線

の
車
両
は
蓄
電
池
で
走
る
電
車

で
す
。
Ｅ
Ｖ-

Ｅ
３
０
１
系(

直

流
）
と
い
い
一
般
型
直
通
用
蓄

電
池
駆
動
電
車
と
呼
び
、
愛
称

は
Ａア

キ

ュ

ム

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
で
す
。
停
車
時

間
の
間
合
い
に
蓄
電
池
に
充
電

を
し
、
次
の
走
行
に
備
え
て
い

ま
す
。

　
烏
山
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ
行

事
」
や
和
紙
が
歴
史
の
中
に
息

づ
い
て
い
ま
す
ね
。

　
そ
し
て
、
烏
山
城
址
も
捨
て

が
た
い
で
す
よ
、
何
度
か
攻
略

し
て
い
ま
す
。

列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
Ｊ
Ｒ
烏か

ら
す
や
ま山
線

野
利　
哲

　
烏
山
線
は
東
北
本
線
の
宝ほ

う
し
ゃ
く積

寺じ

駅
が
起
点
と
な
り
ま
す
が
、

車
両
の
運
用
は
宇
都
宮
駅
が
発

着
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮

駅
か
ら
宝
積
寺
駅
ま
で
東
北
本

線
上
を
走
り
、
宝
積
寺
駅
か
ら

分
岐
し
て
東
へ
と
向
か
い
ま
す
。

平
坦
な
田
園
地
帯
を
走
り
何
の

変
哲
も
な
い
路
線
で
す
。
駅

は
７
駅
あ
り
全
て
無
人
駅
で
す
。

(

駅
と
い
う
よ
り
停
留
場
に
近

い)

交
換
設
備
の
あ
る
の
は
大

金
駅
の
み
で
す
。

　
宝
積
寺
か
ら
烏
山
ま
で
20
・

笠懸公民館 SNS紹介

お手持ちのスマホでご覧ください‼

Instagram YouTube

フォロー
してね

いいね
してね
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▲貫前神社の御主印

人
間
の
体
は
タ
ン
パ
ク
質
で
で

き
て
い
る
の
で
、
舌
や
口
の
中

の
表
面
は
プ
ロ
メ
リ
ン
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
、
口
の
中
が
痛
い

と
感
じ
る
わ
け
だ
。

　
し
か
も
、
こ
の
プ
ロ
メ
リ
ン

は
熟
せ
ば
熟
す
ほ
ど
増
加
す
る

の
で
、
甘
い
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

食
べ
過
ぎ
た
と
き
ほ
ど
舌
や
口

の
中
が
痛
く
な
る
よ
う
だ
。

　
た
だ
し
、
プ
ロ
メ
リ
ン
は
熱

に
弱
く
、
60
℃
ほ
ど
で
分
解
さ

れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
加

熱
殺
菌
さ
れ
て
い
る
缶
詰
で
は
、

口
の
中
が
痛
く
は
な
ら
な
い
。

　
口
の
中
で
は
悪
さ
を
す
る
プ

『
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
口
の

　
中
が
痛
く
な
る
の
は
？
』

　
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
時
、
舌
や
口

の
中
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
不
思
議
な
の
は
、
缶
詰

で
は
こ
の
症
状
が
で
な
い
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の

だ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
生
の
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
に
は
プ
ロ
メ
リ
ン
と
い
う
、

と
て
も
強
力
な
た
ん
ぱ
く
質

分
解
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

ロ
メ
リ
ン
だ
が
、
捻
挫
や
関

節
炎
な
ど
、
炎
症
の
症
状
を

改
善
し
た
り
、
腫
れ
や
痛
み

を
抑
え
た
り
、
感
染
症
を
防

ぐ
と
い
う
働
き
が
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
消
化
を
助
け
、

腸
内
の
腐
敗
物
を
分
解
す
る

作
用
も
あ
る
。

　
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
す
る

働
き
を
利
用
し
て
、
お
肉
を

調
理
前
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と

一
緒
に
漬
け
込
め
ば
、
お
肉

が
柔
ら
か
く
な
り
、
消
化
も

よ
く
な
る
。

　
現
在
の
社
殿
は
、
１
６
３
５

（
寛
永
12
）
年
に
徳
川
家
光
が

建
て
、
98
（
元
禄
11
）
年
に
徳

川
綱
吉
が
大
掛
か
り
な
修
理
を

し
ま
し
た
。

　

本
殿
は

「
ぬ
き
さ
き

づ
く
り
」
と

い
わ
れ
る
独

特
な
造
り

で
、
本
殿
・

拝
殿
・
楼
門

は
１
９
５
０

(

昭
和
25)

年

に
国
の
指
定
重
要
文
化
財
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
奉
納
さ
れ

て
い
る
鏡
の
う
ち
３
面
も
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
毛
か
る
た
ゆ

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

ゆ
か
り
は
古
し
貫ぬ

き
さ
き前
神
社

　
こ
の
札
は
、
貫
前
神
社
の
歴

史
の
古
さ
や
「
上
野
国
一
宮
」

と
し
て
祀
ら
れ
た
思
い
が
、
長

く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
１
５
０
０
年
前
に
創

建
さ
れ
、
神
話
に
出
て
く
る

経ふ
つ
ぬ
し
の
か
み

津
主
神
が
機
織
り
の
神
と
共

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

湖
面
彩
る
鏡
写
し
の
蔦
も
み
ぢ
　
　
　
　	

高
橋
光
栄
津

新
嘗
祭
五
穀
豊
穣
地
の
恵
み
　
　
　
　
　	

牛
房
　
敏
秋

す
き
ま
風
婆
の
声
す
る
広
き
部
屋
　
　
　
　	

江
原
　
大
樹

晩
秋
や
猫
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
　
　
　
　	

山
本
　
草
秋

炭
の
香
や
妣
の
ぬ
く
も
り
忘
ら
れ
ぬ
　
　
　
　	

江
原
　
隆
鍼

足
止
め
る
山
の
臭
ひ
の
茸
か
ご
　
　
　
　	

泉
　
　
純
佳

晩
秋
や
も
の
悲
し
さ
が
胸
を
刺
す
　
　
　
　	

中
村
　
祐
月

柿
ど
ろ
ぼ
う
猿
の
親
子
の
出
没
す
　
　
　
　	

霜
中
　
隆
鬼

波
荒
く
太
平
洋
の
秋
探
し
　
　
　
　
　
　	

中
村
冨
喜
女

空
見
上
げ
終
わ
り
の
見
え
ぬ
落
ち
葉
か
き
　	

江
原
　
麗
華

犬
小
屋
に
厚
手
の
毛
布
敷
く
日
和
　
　
　	

竹
内
　
光
春

秋
耕
や
夫
の
手
を
借
る
一
日
か
な
　
　
　
　	

宇
野
　
　
椿

渡
り
鳥
見
上
げ
る
吾
れ
と
子
ら
四
人
　
　
　	

細
川
　
由
桂

血
圧
の
高
め
の
患
者
冬
の
院
　
　
　
　
　	

櫻
本
　
千
春

う
す
紅
葉
ゆ
ら
ぐ
山
峡
海
の
宿
　
　
　
　	

細
川
　
和
勘

遊
歩
道
湖
畔
の
落
葉
風
に
舞
ふ
　
　
　
　	

佐
藤
由
美
香

ど
ん
ぐ
り
の
弾
け
て
こ
ぼ
る
集
会
所
　
　
　
　	

髙
野
　
春
蝶

古
き
帯
片
付
け
な
が
ら
秋
の
夜
　
　
　
　	

横
倉
　
　
雅

渓
流
の
釣
り
場
に
独
り
鹿
の
声
　
　
　
　	

糸
井
　
梅
光

障
子
は
る
夫
と
住
む
に
は
広
す
ぎ
る
　
　
　
　	

髙
野
　
光
詢

新
米
を
研
ぐ
水
量
少
し
控
え
め
に
　
　
　
　
　	

前
原
　
紫
蘭

紅
葉
鮒
色
と
り
ど
り
に
寺
の
池
　
　
　
　	

宇
野
　
順
雪

青
み
か
ん
酸
っ
ぱ
そ
う
だ
が
買
っ
て
み
る
　
　
　	

桾
沢
　
春
蘭

む
か
ご
飯
母
に
供
へ
る
夕
の
膳
　
　
　
　	

糸
井
　
初
音

拍
子
木
の
音
と
ぶ
先
の
大
熊
手
　
　
　
　	

小
林
　
狐
一

身
に
し
む
や
亡
夫
の
夢
を
久
に
見
る
　
　	

徳
田
　
夕
子

リ
ホ
ー
ム
の
屋
根
が
仕
上
が
り
冬
立
ち
ぬ	

新
羅
　
光
海

つ
る
し
柿
隣
で
も
ら
ふ
五
つ
六
つ
　
　
　
　	

腰
塚
　
昇
勘

藪
蘭
の
こ
ぼ
れ
て
方
丈
歩
を
止
む
る
　
　
　
　	

韓
　
百
日
紅

玄
関
前
せ
が
れ
が
洗
ふ
古
障
子
　
　
　
　	

宇
野
由
希
子

山
里
に
残
る
柿
の
実
取
り
さ
わ
ぐ
　
　
　
　	

小
林
　
華
笑

ふ
る
里
の
山
を
語
り
て
茸
飯
　
　
　
　
　	

宇
野
　
勘
大

師
の
句
碑
の
台
座
に
い
ろ
む
草
紅
葉
　
　
　
　	

金
　
　
光
月

四
季
の
会
十
一
月
句
会



（8）笠懸公民館だより

　
し
か
し
、
楽
し
い
日
々
は
急

に
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
コ
タ
く
ん
が
５
歳
の
時
、
大

好
き
な
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
お
店
も
閉
店
す
る
と
、
コ
タ

く
ん
は
元
気
が
な
く
な
り
、
ど

ん
ど
ん
痩
せ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
姿
を
見
か
ね
、
結
婚

し
て
家
を
出
て
い
た
娘
（
マ

マ
）
さ
ん
が
引
き
取
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
パ
パ
さ
ん
も
快
く
迎

え
て
く
れ
、
新
し
い
お
家
で
元

気
に
な
っ
た
コ
タ
く
ん
に
新
し

い
家
族
が
増
え
ま
す
。

　

マ
マ
さ
ん
が
長
男(

３
歳)

、

次
男(

１
歳)
を
出
産
す
る
と
、

弟
た
ち
の
お
世
話
（
？
）
が
コ

タ
く
ん
の
新
し
い
生
き
甲
斐
に

な
り
ま
す
。
と
く
に
下
の
子
は

亡
く
な
っ
た

お
父
さ
ん
に

そ
っ
く
り
で
、

コ
タ
く
ん
は

い
つ
も
傍
を

離
れ
ま
せ
ん
。

　
犬
生
も
山

あ
り
谷
あ
り
、

コ
タ
く
ん
は

今
と
て
も
幸

せ
で
す
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
㉒

ど
う
ぶ
つ
家
族
㉒

　
小
太
郎
く
ん
（
７
区
）

　
10
年
前
、
小
太
郎
（
以
下
コ

タ
）
く
ん
は
生
後
す
ぐ
に
捨
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運
に

も
優
し
い
お
父
さ
ん
に
引
き
取

ら
れ
ま
し
た
。

　
お
家
は
お
店
を
営
ん
で
い
て
、

来
客
が
あ
る
と
、
愛
想
よ
く
尻

尾
を
振
っ
て
接
客
す
る
の
が
人

懐
っ
こ
い
コ
タ
く
ん
の
仕
事
で

し
た
。
お
父
さ
ん
は
看
板
犬
コ

タ
く
ん
の
仕
事
ぶ
り
を
い
つ
も

褒
め
て
く
れ
、
お
父
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
働
く
こ
と
が
コ
タ
く

ん
の
生
き
甲
斐
で
し
た
。

▲コタくん

あなたも家族 (ペット ) を紹介しませんか !?

【留 意 点】
• 編集協力員による対面取材後に、紙面へ掲載します。
•次号以降のお友達の家族 (ペット )の紹介にご協力ください。
•在住区域 (行政区等 )を掲載させていただきます。
【応募方法】
　飼い主の氏名・連絡先・家族 (ペット )の情報を
電話またはメールで笠懸公民館までお伝えください。
 0277（76）2211
 kouminkan@city.midori.gunma.jp

募集対象 犬･猫･小動物など、どんな種類の動物でもOK ※品種や飼い主名等は掲載しません。

EE QRコード

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
十
月
例
会
よ
り

湯
あ
み
し
つ
つ
話
題
に
な
る
は
新
施
設
の
湯
銭
の
事
や
ら
通
ふ
道
や
ら
　
　
　	

上
村
　
征
子

雨
の
中
傘
さ
し
唄
ふ
「
ブ
ギ
ウ
ギ
」
に
ひ
ま
は
り
う
つ
む
き
涙
で
拍
手
か
　	

久
保
田
茂
子

坪
ほ
ど
の
地
を
占
め
て
咲
く
彼
岸
花
今
を
盛
り
と
葉
草
も
隠
し	

関
口
　
定
夫

息
子
来
て
大
の
字
に
な
る
ひ
と
と
き
に
今
は
あ
ら
ざ
る
実
家
を
思
ふ	

平
山 

　
勇

ち
ょ
っ
と
一
息

　
山
登
り
の
帰
り
、
か
ね
て

か
ら
立
ち
寄
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
長
野
県
長
和
町
の

「
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
足
を
運
ん
だ
。
標
高

１
５
０
０
ｍ
付
近
に
あ
る
和

田
峠
は
黒
耀
石
の
一
大
産
地
と

し
て
そ
の
名
を
誇
っ
て
い
る
。

　
黒
耀
石
と
は
火
山
岩
の
一
つ

で
、
溶
岩
が
急
速
に
冷
や
さ
れ

た
天
然
の
ガ
ラ
ス
質
の
鉱
物
。

そ
の
採
掘
地
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
徒
歩
30
分
ほ
ど
の
山
の
中

腹
に
あ
っ
た
。
採
掘
の
様
子
が
、

「
星
く
そ
館
」
と
名
付
け
ら
れ

た
黒
耀
石
鉱
山
展
示
室
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で

映
像
化
さ
れ
て
い
た
。
「
星
く

そ
」
と
は
縄
文
人
が
生
き
る
た

め
に
求
め
続
け
た
「
黒
耀
石
」

の
別
名
と
い
う
ら
し
い
。
な
お
、

縄
文
人
が
黒
耀
石
を
採
掘
し
た

と
い
う
窪
地
が
山
中
に
は
多
数

あ
り
、
登
山
と
は
違
っ
た
ロ
マ

ン
を
感
じ
た
。

(

余)

▲星くそ館（長野県長和町）


